
 

 

   

 

 

 

 

 

今年度も副籍制度に基づく交流を御家庭、地域指定校、区の教育委員会と連携しながら進めていきます。 

直接的な交流の実施にあたっては、面談で御希望を詳しく聞き取り、５月中には地域指定校で籍をおくクラス

が決定されます。その後、地域指定校で事前打ち合わせを行い、交流が開始します。また、間接交流のお便り交換

も開始していきます。ご不明な点がございましたらいつでも御相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の感想を御紹介します（一部抜粋） 

・初めての副籍交流でとても緊張していましたが、段々と打ち解けて帰る頃にはとても楽しかったと笑顔で話して

いました。 

・体育の授業に参加しました。本人も体を動かすことが好きなので、とても楽しい経験と思い出になったようでした。 

・月１回朝の会に参加しました。短時間だったので嫌がることなく楽しく過ごせました。クラスの子どもたちがとても

楽しみにしてくれていて、とても嬉しかったです。 

令和７年５月１３日発行 Ｎｏ.１ 

矢口特別支援学校長 阿出川 千賀子 

本号作成 特別支援部 渡邉 優美 

副籍制度の定義  

 副籍制度とは、「都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒が、居住する地域の区市町村立小・中

学校（地域指定校）に副次的な籍（副籍）をもち、直接的な交流や間接的な交流を通じて、居住する地域とのつ

ながりの維持・継続を図る取組」のことです。 

副籍制度の目指すもの 

副籍制度が目指すのは、共生社会の実現です。都教育委員会では、副籍制度が、障害のある子供と障害のな

い子供をつなぎ、支えあって生きる社会の形成に向けた方策の一つとして更に充実・発展することを目指してい

ます。 

 

 

 

 

【直接的な交流】 

・各教科や特別の教科である道徳、特別活動（学級活動、児

童会又は生徒会、小学校のクラブ活動）、総合的な学習の時

間 等 

・地域指定校の学校行事等への参加、見学等 

 

【間接的な交流】 

・お便りの交換 

（学校便り、学年便り等）  

・自己紹介シートの掲示 

・作品展への出展 等 

特別支援だより 



・最初は不安でしたが、クラスの子達に歓迎され、本人も嬉しそうでした。同じマンションに住む子が声をかけてく

れるようになり、地域との交流にもつながり、将来にも役立つ活動だと感じました 

・希望通りお便りを共有いただきありがとうございました。献立表を大変興味をもって眺めておりました。 

・地域のイベントや日常でも声をかけてもらう機会が増えました。同じ地域に住む仲間として気にかけてくれること

を嬉しく思います。子どもたちが、こういった機会を通して「多様性」を理解していけると良いと思います。 

・作品展に参加し、地域の中学生の皆さんの作品を興味深く拝見しました。自身の学習意欲にも繋がったようで、

参加して良かったです。 

 

令和７年度 交流希望者数 （５月８日現在） 

 

 

 

 

 

令和７年度 交流予定の地域指定校 （６８校） 

【大田区立小学校（４１校）】 相生小 赤松小 池上小 池上第二小 出雲小 入新井第二小  

入新井第四小 梅田小 大森第三小 大森第四小 おなづか小 開桜小 蒲田小 糀谷小 志茂田小 洗足池小 

高畑小 多摩川小 池雪小 調布大塚小 田園調布小 東蒲小 徳持小 都南小  

中萩中小 仲六郷小 西六郷小 萩中小 羽田小 東糀谷小 東調布第一小 東調布第三小  

東六郷小 馬込小 馬込第三小 松仙小 道塚小 南六郷小 嶺町小 矢口東小 六郷小 

【大田区立中学校（１６校）】 

石川台中 大森第三中 大森第四中 大森第七中 大森第八中 大森第十中 貝塚中 志茂田中  

蓮沼中 東調布中 馬込東中 御園中 南六郷中 矢口中 安方中 六郷中 

【世田谷区立小学校（７校）】 

奥沢小 尾山台小 九品仏小 玉堤小 等々力小 中町小 東玉川小    

【世田谷区立中学校（４校）】 奥沢中 玉川中 東深沢中 尾山台中 

今年度もより充実した交流となりますよう御協力よろしくお願い致します。 

 小 中 計 

直接交流 ５８ １４ ７２ 

間接交流 ４９ ２４ ７３ 

籍のみ 134 ６６ 200 

その他 ２ １ ３ 

合計 243 105 348 

直接

21％

間接

21％

籍のみ

57％

その他１％


